
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

前
村
委
員
長
か
ら
、
画
期

的
と
言
え
る
委
託
請
負
で
働

く
三
和
サ
ー
ビ
ス
分
会
の
ス

ト
ラ
イ
ク
に
よ
る
単
価
改

善
、
ま
た
、
高
槻
砕
石
分
会

の
一
時
金

20

万
円
要
求
実

現
の
闘
い
の
報
告
、
第
31
回

目
と
な
っ
た
ダ
ン
プ
キ
ャ
ラ

バ
ン
の
取
り
組
み
報
告
、
使

用
促
進
で
は
、
延
べ
４
１
４

台
が
就
労
、
大
幸
工
業
分
会

の
府
労
委
・
未
払
賃
金
裁
判

闘
争
の
和
解
が
成
立
し
支
部

に
カ
ン
パ
金
を
も
ら
っ
た
事

等
を
報
告
・
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
新
し
い
闘
い
と

し
て
ヤ
マ
ト
運
輸
の
下
請
け

に
よ
る
未
払
い
賃
金
裁
判
が

吾
・
中
村
通(

再)

・
星
津
憲

次(

新)

、
会
計
監
査
川
上
秀

樹(

再)

・
烏
川
太
吉(

新)

と

な
り
ま
し
た
。
今
期
で
退
任

し
た
執
行
委
員
は
烏
川
太

吉
、
会
計
監
査
細
川
亨
が
退

任
し
ま
し
た
。 

  

行
わ
れ
て
い
る
事
も
報
告
し

ま
し
た
。 

 
議
案
は
、
一
般
経
過
報

告
・
会
計
決
算
報
告
、
２
０

２
５
年
運
動
方
針
・
予
算
案

が
提
案
さ
れ
、
役
員
選
挙
は

定
数
内
の
た
め
信
任
投
票
が

行
わ
れ
、
全
員
が
信
任
さ
れ

ま
し
た
。 

す
べ
て
の
議
案
が

満
場
一
致
で
採
択
し
、
闘
う

運
動
方
針
と
大
会
宣
言
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

最
後
に
10
月
27
日
投
開

票
の
総
選
挙
で
は
「
選
挙
に

行
っ
て
政
治
を
変
え
る
運

動
」
を
確
認
し
閉
会
と
し
ま

し
た
。
執
行
部
体
制
は
、
執

行
委
員
長
／
前
村
和
弘
、
副

委
員
長
／
池
辺
保
明
・
荻
田

智
、
執
行
委
員
／
小
園
真

関
西
ダ
ン
プ
支
部
は
、
２

０
２
４
年
10
月
6
日(

日)

10
時
15
分
開
会
で
国
労
大

阪
会
館
に
て
、
第
51
回
定
期

大
会
を

20
名
の
参
加
で
開

催
し
ま
し
た
。 

 

荻
田
副
委
員
長
の
開
会
挨

拶
で
は
じ
ま
り
、
代
議
員
定

数
15
名
中
10
名
が
実
参
加
、

5
名
の
委
任
参
加
を
確
認

し
、
大
会
議
長
が
大
会
成
立

を
宣
言
し
進
め
ら
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
傍
聴
参
加
6
名

を
含
め
た
大
会
で
し
た
。 

 

支
部
の

1
年
間
の
組
織

状
況
は
、
２
０
２
３
年
9
月

1
日
か
ら
24
年
8
月
31
日

で
は
、
4
名
増
10
名
減
の
実

質
6

名
減
と
な
る
状
況
で
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建
交
労
神
田
支
部
第
90
回

定
期
大
会
が

10

月

6

日

（
日
）
に
東
京
ト
ラ
ッ
ク
事

業
健
保
会
館
で
開
催
さ
れ
、

執
行
部
20
名
、
代
議
員
61
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
冒
頭
、

執
行
部
代
表
上
村
委
員
長
の

あ
い
さ
つ
で
は
、
能
登
半
島

で
は
、
年
初
の
大
地
震
や
9

月
の
豪
雨
で
多
く
の
方
が
犠

牲
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

ま
だ
ま
だ
物
価
高
が
続
い
て

お
り
、
安
心
安
全
な
生
活
を

送
る
た
め
に
は
、
い
の
ち
・

く
ら
し
を
最
優
先
に
し
た
希

望
の
あ
る
政
治
へ
転
換
を
は

か
る
た
め
に
、
今
月
の
総
選

挙
で
は
参
政
権
行
使
を
広
く

呼
び
か
け
、
労
働
組
合
と
し

て
奮
闘
し
て
い
こ
う
と
強
い

決
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

神
田
支
部
組
織
建
設
に
つ
い

て
は
、
当
面
の
目
標
で
あ
っ

た
２
２
０
０
名
組
織
に
向
け

て
活
動
を
始
め
ま
し
た
が
、

一
時
期
は
２
０
０
０
名
を
切
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新
年
度
役
員
選
挙
結
果
の
報
告

を
受
け
、
提
案
さ
れ
た
す
べ
の
議

案
は
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に

小
城
副
委
員
長
よ
り
閉
会
の
あ

い
さ
つ
と
野
口
青
年
婦
人
部
長

の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
第
90
回

神
田
支
部
定
期
大
会
が
終
了
し

ま
し
た
。 

分
会
か
ら
職
場
で
の
問
題
点
、
職
場
要

求
の
進
捗
な
ど
、
青
年
婦
人
部
と
11

分
会
か
ら
報
告
が
あ
り
、
そ
の
発
言
を

受
け
て
石
塚
書
記
長
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
議
案
の
採
決
が
行

わ
れ
、
決
議
、
大
会
宣
言
、
大
会
ス
ロ

ー
ガ
ン
「
物
価
高
に
負
け
な
い
大
幅
賃

上
げ
獲
得
と
、
提
案
型
労
働
強
化
に
向

け
て
さ
ら
な
る
躍
進
を
！
」
を
確
認
、

一
時
金
獲
得
や
職
場
改
善
闘

争
に
奮
闘
し
、
今
年
4
月
に

適
用
さ
れ
た
運
転
手
職
種
の

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
を

踏
ま
え
、
カ
ン
ダ
グ
ル
ー
プ

内
に
お
い
て
も
賃
金
・
労
働

条
件
の
あ
る
べ
き
姿
を
労
働

組
合
と
し
て
新
規
策
定
す
る

と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
松
崎
常
任
よ
り
第

３
号
議
案
・
第
４
号
議
案
と

し
て
２
０
２
４
年
度
会
計
報

告
と
２
０
２
５
年
度
予
算
編

成
（
案
）
が
提
案
、
大
塚
会

計
監
査
よ
り
監
査
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
第
５
号
議
案
の

規
約
改
正
（
案
）
は
、
森
田

常
任
か
ら
提
案
さ
れ
ま
し

た
。
質
疑
・
討
論
で
は
、
各

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
今
後
の
対
策
に
つ
い

て
議
論
し
た
結
果
、
一
定
の

期
間
に
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
し
、
組
織
強
化
を
目

指
し
た
い
と
あ
い
さ
つ
を
締

め
く
く
り
ま
し
た
。
第
１
号

議
案
・
第
２
号
議
案
と
し
て

石
塚
書
記
長
か
ら
カ
ン
ダ
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
今
期
業

績
見
通
し
と
24
春
闘
の
総
括

を
含
む
一
般
経
過
報
告
と
２

０
２
５
年
度
運
動
方
針
（
案
）

が
提
案
さ
れ
、
組
織
拡
大
や

分
会
機
能
の
強
化
、
そ
し
て

秋
季
年
末
闘
争
で
は
、
年
末



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５
年
度
財
政
方
針
（
案
）
な

ど
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
南
大
阪
ブ
ロ
ッ
ク
が
建

交
労
の
組
織
拡
大
の
運
動
で

酸
和
運
送
分
会
、
地
域
合
同

分
会
の
２
組
織
を
立
ち
上
げ

た
こ
と
が
評
価
さ
れ
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
最
後
に
橋
本
委

員
長
の
「
団
結
が
ん
ば
ろ

う
！
」
を
三
唱
し
て
大
会
を

終
え
ま
し
た
。 

 

求
実
現
を
前
進
さ
せ
る
た
め

に
力
を
注
ご
う
」
と
強
調
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
１
年
間

の
た
た
か
い
で
多
く
の
貴
重

な
成
果
を
あ
げ
て
き
た
こ
と

に
確
信
を
持
ち
私
た
ち
の
更

な
る
生
活
改
善
に
向
け
て
、

運
動
方
針
に
団
結
し
、
１
年

間
と
も
に
奮
闘
し
よ
う
」
と

呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
次

に
筒
井
書
記
次
長
に
よ
る

「
１
０
万
人
ア
ン
ケ
ー
ト
全

組
織
取
り
組
み
の
追
求
」
と

「
全
国
一
律
最
低
賃
金
の
法

制
化
、
１
，
５
０
０
円
以
上

の
実
現
」「
ト
ラ
ッ
ク
産
業
の

状
況
を
変
え
る
運
動
の
推

 

１０
月
６
日
（
日
）
に
長
岡

京
市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
、
関
西
合
同
支

部
第
４９
回
定
期
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
大
会
は
長
谷
川

副
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
で
始

ま
り
、
大
会
諸
役
員
が
選
出

さ
れ
、
議
長
に
は
京
都
ブ
ロ

ッ
ク
の
山
本
代
議
員
、
南
大

阪
ブ
ロ
ッ
ク
の
吉
川
代
議
員

を
選
出
し
議
事
を
進
め
ま
し

た
。
主
催
者
あ
い
さ
つ
を
お

こ
な
っ
た
橋
本
委
員
長
は
、

「
２５
年
春
闘
に
向
け
て
物
価

高
騰
を
乗
り
越
え
て
人
間
ら

し
い
生
活
が
で
き
る
大
幅
な

賃
金
引
き
上
げ
を
目
指
す
運

動
を
強
化
す
る
こ
と
。」、「
石

破
新
首
相
は
自
民
党
総
裁
選

挙
で
お
こ
な
っ
た
発
言
を
無

視
し
、
国
会
で
の
議
論
を
せ

ず
に
衆
議
院
を
解
散
し
て
１０

月
２７
日
に
投
開
票
で
行
う
こ

と
を
表
明
し
た
。
自
民
党
政

治
を
終
わ
ら
せ
私
た
ち
の
要

進
」「
９
条
改
憲
阻
止
」
な

ど
２
０
２
５
年
度
運
動
方

針
の
提
案
に
も
と
づ
き
質

疑
・
討
論
に
入
り
ま
し
た
。

質
疑
・
討
論
で
は
、
各
職
場

の
状
況
、
分
会
報
告
、
秋
季

年
末
闘
争
に
お
け
る
分
会

の
付
帯
要
求
な
ど
全
体
で

１６
件
の
発
言
が
あ
り
ま
し

た
。
午
後
に
は
、
２
０
２
５

年
度
方
針
（
案
）、
２
０
２
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代
議
員
の
討
論 

 
 

討
論
で
は
、
新
協
建
設
工

業
、
関
西
空
港
交
通
、
Ｈ
Ｂ

Ｓ
Ｅ
、
共
同
輸
送
、
新
浪
花

運
輸
、
絆
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
グ
ー
ル
プ
、
日
本
ヘ
レ
ン

ケ
ラ
ー
財
団
の
仲
間
が
、
職

場
の
状
況
や
闘
い
の
意
義
な

ど
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し

た
。
大
会
で
は
、
次
期
役
員

選
出
（
岡
本
執
行
委
員
）
、

２
０
２
４
年
度
一
般
経
過
報

告
（
森
書
記
次
長
）
、
２
０

２
４
年
会
計
決
算
報
告
（
伊

藤
執
行
委
員
）
、
２
０
２
５

年
運
動
方
針
及
び
付
属
議
案

（
松
澤
書
記
長
）
、
２
０
２

５
年
財
政
方
針
及
び
予
算
、

２
０
２
５
年
度
要
求
・
課
題

で
の
ス
ト
権
確
立
（
植
村
執

行
委
員
）
、
大
会
宣
言
（
和

田
執
行
委
員
）
が
報
告
・
提

案
し
ま
し
た
。
最
後
に
阪
口

委
員
長
の
「
団
結
ガ
ン
バ
ロ

ー
」
で
閉
会
し
ま
し
た
。 

 
 

討
論
で
は
、
Ｌ
Ｔ
Ｓ
大
阪

分
会
、
絆
グ
ル
ー
プ
分
会
、

阪
急
バ
ス
分
会
、
新
協
建
設

工
業
分
会
、
新
浪
花
運
輸
分

会
の
仲
間
た
ち
が
、
職
場
の

状
況
や
闘
い
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
ま
し
た 

 

第
21
回
定
期
大
会
で
は
、

一
般
経
過
報
告
を
森
書
記
次

長
、
会
計
決
算
報
告
を
伊
藤

会
計
担
当
、
運
動
方
針
を
松

澤
書
記
長
、
要
求
課
題
で
の

ス
ト
権
確
立
を
松
永
執
行
委

員
が
提
案
し
ま
し
た
。 

今
秋
に
は
総
選
挙
を
行
わ
れ

る
。
い
ま
こ
そ
労
働
組
合
の

任
務
と
役
割
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
き
は
な
い
。
み
な
さ

ん
の
力
を
結
集
し
て
、
要
求

実
現
と
強
く
大
き
な
大
阪
合

同
支
部
を
つ
く
り
、
自
民
党

政
治
を
打
破
し
、
政
治
を
国

民
の
手
に
取
り
も
ど
そ
う
」

と
挨
拶
し
ま
し
た 

 

大
阪
合
同
支
部
は
９
月
29

日
（
日
）
国
労
大
阪
会
館
で

第
21

回
定
期
大
会
を
開
催

し
、
役
員
11
名
、
特
別
役
員

１
名
、
代
議
員
15
名
（
う
ち

委
任
６
）、
傍
聴
３
名
が
出
席

し
、
①
一
般
経
過
報
告
、
②

会
計
決
算
報
告
、
③
２
０
２

５
年
度
運
動
方
針
、
④
同
財

政
方
針
と
予
算
、
⑤
２
０
２

５
年
度
新
役
員
、
⑥
要
求
・

課
題
で
の
ス
ト
ラ
イ
キ
権
確

立
な
ど
を
確
認
・
決
定
し
ま

し
た
。 

 

第

21
回
定
期
大
会
で
阪

口
委
員
長
は
、
冒
頭
「
み
な

さ
ん
に
お
願
い
が
あ
る
」
と

述
べ
な
が
ら
「
物
価
高
騰
、

実
質
賃
金
の
低
下
、
不
当
な

解
雇
な
ど
に
よ
っ
て
、
働
く

者
の
生
活
や
権
利
が
深
刻
な

状
況
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
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